
食農学類教員会議（第 40 回）議事要録 
 
日時： 令和 3 年 9 月 8 日（水） 13 時 30 分～15 時 10 分 
場所： 食農学類研究棟  みらいホール（WEB 会議併用） 

 
冒頭、「研究活動における秘密情報の管理」について研究・地域連携課から説明があった。 
食農学類教員会議（第 39 回）議事要録について原案のとおり確認した。 
        
【審議事項】 
1．発酵醸造研究所教員選考（特任教授候補者の案と招請）について 
（1）令和３年度教員選考における基本方針（案）について 
  松田所長から、採用計画（採用人数）の変更について説明があり、了承された。 
（2）公募要領等について 
 ①シニア教員（特任教授）の公募要領（案）及び推薦・招請による選考について 
  松田所長から、資料「公募要領（案）」に基づき、提案があり、了承された。 
  松田所長から、候補者２名の研究分野や研究業績、雇用条件（クロスアポイント）等について推 
    薦の内容説明があり、了承された。今後、招請に向けて交渉を進める旨、説明があり、了承された。 
 ②若手教員（特任助教）の公募要領（案）について 
    松田所長から、資料「公募要領（案）」に基づき、公募を開始する旨、提案があり、了承された。 
2．令和３年度非常勤講師計画について 

熊谷教務委員から、資料１－２に基づき、説明があり、了承された。 
3．食農学類卒業論文取扱要綱（案）について 

熊谷教務委員から、資料１－３に基づき、修正内容について提案があり、了承された。 
4．令和３年度科目等履修生（後期）の受け入れについて（資料：当日のみ） 

熊谷教務委員から、資料１－４に基づき、提案があり、了承された。 
5．農機具、乾燥機、農薬及び各保管設置庫使用に関するルール（案）について 

深山農場長（農場運営会議農場管理部会）から、資料１－５に基づき、提案があり、了承された。 
6．農機具貸出に関する内規の改訂について 

深山農場長から、資料１－６に基づき、改訂内容の説明があり、了承された。 
 
【報告事項】 
1.運営会議（7/27、8/24）及び教育研究評議会（7/20、8/3、8/24、8/31、9/7）の報告について 

学類長から、以下、報告があった。（資料は会議運営サイトを参照） 
・大学院改革について（教員配置、教育プログラム、学則改正等）及び大学院定員未充足問題について 

報告があった。学則改正の意見聴取として、意見がある場合には学類長まで寄せて欲しい旨、説明が 
あった。 

・第４期中期目標・中期計画の戻り報告があった。 
・キャリアセンター（仮）の設置に向けた中間報告があった。 



・サバティカル研修制度の運用や改善に関する意見交換や改善提案があった。 
・新入生アンケート調査の報告があった。 
・全学大学院改革として事務相談（第４回）が行われる。 
・令和４年度概算要求の機関経費化（学類・発酵醸造研究所）及び設備（食農１件）について状況 
 報告があった。 
2.危機対策本部会議の報告について 

学類長から、後期授業への考え方や福島市への集団接種等について報告があった。 
3.令和３年度入学料免除について 

高橋学生生活委員から、資料２－３（回収）に基づき、説明があり、確認された。 
4.全学教務協議会の報告について 

熊谷教務委員から、全学ＦＤ研究会の開催について説明があった。 
5.令和３年度コース配属関係について 

熊谷教務委員から、資料２－５に基づき、各コースの定員数の提案があった。 
6.成績不振学生対応について 

熊谷教務委員から、資料２－６に基づき、出席不良学生対応フロー図及び成績不振学生対応スケ
ジュールについて説明があり、確認した。 
7.令和３年度 TA 予算配分について 

熊谷教務委員から、資料２－７に基づき、説明があった。 
8.2021 年度派遣・受入学生の状況及びコロナ禍の国際交流活動について 

林国際交流委員から、資料２－８に基づき、コロナ禍での受入・派遣の状況について、報告があ
った。 
9.食農学類関連建物研究スペース等調整検討 WG（仮称）の設置メンバーについて 

松田教授から、学類内の有効利用を図るため、各コース長及び財務・施設委員長によるＷＧ設置
の提案があり、確認された。 
10.JST 研究助成「共創の場形成プログラム」申請の結果について 

松田教授から、申請の結果（不採択）について報告があった。 
11.2021 年度「農場基礎実習Ⅱ」スケジュールについて 

深山農場長（農場実習運営部会）から、資料２－１１に基づき、報告があった。 
12.内部質保証について 

荒井評議員から、資料２－１２に基づき、策定経緯及び内部質保証実施要項の改正（全教員を
構成員とする学類ＦＤ推進会議の設置、内部質保証の体制整備等）について説明があった。 

13.自己評価委員会について 
荒井評議員から、６年間の中期目標に関わる中間評価等について、エビデンス等の準備を含 

め、依頼があった。 
14.学類委員体制について 

学類長から、入試委員の追加について報告があった。 
 
※教員会議終了後、学類 FD 推進会議（大学院の将来構想検討）を開催した。 


